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アンケートの調査結果を報告します

❶ 健康に関する相談室の認知度
　健康管理室とカウンセリング・ルームの認知度は、両施設とも毎年高く、その存在は良く知られていま
す。さらに、「知らない」割合はこの５年間次第に減少してきています。平成25年度に１回以上利用した人
の割合は、健康管理室が51.0％、カウンセリング・ルームが14.6％でした。

■教育研究目標
　九州歯科大学は、質の高い教養教育と専門教育を学生に提供し、患者さん中心の医療を実践できる

人材を育成します。この基本的な理念の実現に向けて、以下のような教育・研究を行っています。

⑴ 新たな時代に対応できる柔軟な判断力と問題の自己解決能力を有する創造的医療人を育成する。
⑵ 歯科保健医療を通じて社会に貢献する医療人を育成する。
⑶ 高度な専門性を有する歯科医療人を育成し、高度先進医療の拠点病院としての機能を強化する。
⑷ 歯科医学を支える研究を推進するとともに、地域社会と連携した研究を展開する。
⑸ 国際社会に貢献できる人材の育成と交換留学生の受け入れを促進し、アジア太平洋地域の歯科教育研究機関との
連携を強化する。
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　心身の健康に関する相談室の認知度、自主学習の場所と時間に関する状況および生活面でのニーズの把
握の満足度について、平成21年度～平成25年度の５年間を比較しました。

0 20 40 60 80 100（％）

H25

H23

H24

H22

H21 4

3 35 62

2 28 70

1 24 75

29 67

1 20 79

0 20 40 60 80 100（％）

H25

H23

H24

H22

H21 10

9 36 55

7 33 60

5 31 64

33 57

4 26 70



この「大学自己評価部会だより」にご意見の方は kikaku@kyu-dent.ac.jpへお願いいたします。

❷ 自主学習の場所と時間
　平成25年度から、自主学習の場所の選択肢の中の「歯科大学の自習室」を「学生食堂」に変更しまし
た。これまでの自習室に比べ、学生食堂の利用率の高さが伺えます。その他の場所には、大きな違いはな
いようです。学習時間は、年による変動がほとんどなく、１日に１時間未満の割合が約半数を占めていま
す。しかし、6年生だけだと約60％が４時間以上です。

❸ 生活面でのニーズの把握に関する満足度
　平成23年度まで「思わない」の割合が35%以上でしたが、平成24・25年度と減少し、平成25年度に
は「どちらかといえばそう思う」が増加しました。今後もニーズの把握と改善に努めていく必要があります。

土日・祝祭日など、
大学が休みの時の
自主学習は主に

どこを利用しますか。

試験勉強を除く
あなたの自主学習
時間は、１日平均
何時間ですか。

本学として、
生活面での皆さんの
ニーズを適切に把握し
ていると思いますか。

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

その他

自宅

歯科大学以外の図書館

歯科大学の自習室（学生食堂）

歯科大学の図書館

4時間以上

4時間未満

3時間未満

2時間未満

1時間未満

平成23年度まで「思わない」の割合が35%以上でしたが、平成24・25年度と減少し、平成25年度に

0 20 40 60 80 100（％）10 30 50 70 90

0 20 40 60 80 100（％）10 30 50 70 90

0 20 40 60 80 100（％）10 30 50 70 90

16

18

17

10

9 11 51 21 8

18 51 14 7

18 45 14 6

18 44 13 7

19 46 12 7

H24

H25

H23

H22

H21

47

43

53

53

47 29 12 3 9

23 12 3 9

21 14 5 7

26 21 6 4

21 18 4 10

H24

H25

H23

H22

H21

23

29

27

26

21 17 9 39 14

9 9 37 19

6 9 40 18

5 12 39 15

5 12 43 17

H24

H25

H23

H22

H21


